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関西の 土質よ もやま話 賢島の 決闘

し ば　　　　　 k

柴　　田
とお る

徹 （京都 大学 防災研究所）

　昭和30年代に入 り，
「全応力 vs 有効応力」 議論の 口 火が

切 られ た 。 三 笠 ・赤井論争とい われ る もの で ， 果た して 軍

配 は い ずれ に あが る か と， 見守る野次馬 も少 な くな か っ た

筈 で ある 。

　 さ て 昭和 51年 2 月，両者の 対決は 学会 の 場を離れ て ，
ゴ

ル フ場 まで 持込まれ る こ と に な るe 宮本武蔵 と佐 々 木小次

郎 が厳流島で 決闘 し た故事 に な らい ， 場所 は賢島（三 重県）

が選 ばれた。

　写真は，戦 い 済ん で 日が暮れ る前 の 儀式 の ひ とこ まで あ

る。右端に 立つ 人 （赤井教授）と中央 に 横た わ る人 （三 笠
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 サマ

搾蠶罐黷慧課 ヱ。〒讐濃鮮
「勝利の 胴上げ」 の よ うに も見 える 。

一枚 の ス ナ ッ プか ら，　　　
ま るで 反対 の 解釈 が で き る と こ ろ が面 白 い

。
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　何 の 因果 か ， 京都 ， 大阪 ， 三 ノ宮。 大勢の 人が集ま る 3

駅 の 地下 を，同時 に掘 る 運命 に な っ た 。 昭和53年か ら56年

に か け， 国鉄大阪工 事局長時代 の こ と で あ る 。

　中 で も心配 の 種は，大阪 タ
ー

ミ ナル ビ ル で あっ た 。 地盤

ほ 軟弱 な 沖積 層 が厚 く，さ らに 地下 水汲上げ規制後上昇 し

た，天満礫層の 被圧 地下水があ り，こ の 辺 りの 地下工 事 は ，

文字 どお り人 と土，そ して 水 との 闘 い の 歴史 で ある 。最近

で は 再開発 第 2 号 棟 ビ ル で の 国 道陥没 。古 くは 地 下 鉄梅 田

駅 工事で の 大崩壊等k
。 トラ ブル は枚挙 に い と ま がな い 。

　 「突然不気味な地響きが起 こ っ た瞬間，立ちす くん だ人

　々 の 魂 を奪 う大音響 と と もに暗黒 の 淵 に 土壌 は轟然 と陥

　没 し，

一帯は 阿鼻叫喚の 巷 と化した 。 大阪駅東口 の 駅舎

　は 約40 度傾き ， 倒壊は時間の 問題と な っ た。」 （岩村 潔 ：

　大阪地 下鉄 の 歩 み ）

　そ の 上鉄道高架橋 の 根入 れ は ， 数 m し か な い 。 危険な工

事環境を考慮 し て，当初 の 計画で は 地 下 2 階だ っ た 。 そ れ

を ユ ーザー
の 要請で ， 若 い 技師連中の 強い 反対を押し切 り，

地下 4 階に踏み切っ て しま っ た。

　 「ニ
ーズ が ある 限 り技術者 は そ の 要請 に 応える べ きだ」

との 考え が あ っ た か らだ が……。

　勿論，決断 の 背景 に は 理 由が あ っ た。第
一

に 連続地中壁

の 施工 技術 へ の 信頼。第二 に工 事中の 計測技術に対する信

頼。い ずれ も近年進歩が著 しい 分野 だ。

　 しか し，い よ い よ工 事 が 始 ま っ て か ら ， 後悔 が な か っ た

とい え ば嘘 に な る ．

　 「人事を尽 して 天命を待つ 」 だ が ， 日夜神に祈 る 気持 。

平素 ご無沙汰 の 氏 神 に 日参す る。夜 の 飲 み歩 き も気 が 向か

ず精進潔斎 。

　工 事は 無事完成。今 は，工 事 の 苦 し み を知らな い ，楽 し

そ うな買物客 で あふ れ て い る。昔 の 心配 が 嘘 の よ うだ。縁

の 下 の 力持 ちで ある こ とは 所詮技術者 の 宿命 らしい 。
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